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次世代育成支援行動計画の施策体系（案）への児童福祉部会委員からの意見 

 

【基本目標について】 

１．子どもを生み、育てやすい環境づくり 

２．子育てと仕事を両立できる環境づくり 

３．地域で支える子育ての環境づくり 

４．次代を担う子どもが健やかに育つ環境づくり 

 

① ４つの基本目標の内、まず１を重点にしていくべきで、安心に生み育てられるのが基本で

ある。 

② 少子化の原因をもっと分析していくべきである。特に１－（４）の経済基盤が大切であり、

まず、目に見える形で経済負担を減らしていくことが必要と思われる。 

③ １－（３）で「地域」という言葉が入れられているが、これは特に積極的に自治会や子ど

も会という地域の組織も利用するという意味が入っているのか。この行動計画全体が広い

意味で地域での事業なので、わざわざ１－（３）だけを地域という言葉を入れる意味が不

明である。 

④ 子どもの出生数は余り変化がないことから産む人は産み産まない人はいくら環境を整え

ても産まないのが現状である。 

 

【施策の方向について】 

① １－（３）と４－（５）は同じような内容だと思われるが。 

② 育児不安に対して３－（１）が特に重要で支援のプランを色々作っても、情報過多の時代

にかえって混乱をまねく可能性が考えられる。 

③ その意味で３－（２）も大切で行政が一方的に情報ばかり発信しないようにしたい。「今、

〇〇をしないといけない」的な情報が多すぎる時代である。 

④ ４－（５）犯罪が多くきちんとした防犯システムの確立が非常に重要である。 

⑤ ニーズや問題点は、保育等の現場で発見するものが多い。機関にやってこいでは必要な人

は来ない。現場で発見したことを施策につなげる連絡機関の門戸を広く開けておく必要が

ある。現場が気楽に問題提起出来るような行政との関係が必要。 

 

【主要施策について】 

① １－（１）－①、②は⑤ともつながり、エイズはじめ性感染症が若年者に増えており、中

高生の性教育の充実が将来の安全な妊娠、出産の基盤となっていくと思われる。また、喫

煙や薬物乱用の問題も重要な課題にしてもらいたい。 

② １－（２）－③と４－（２）－③との関係はどうなるのか。また、特別支援教育のプラン

との関係はどうなるのか。ＡＤＨＤ、ＬＤ、高機能自閉症などの早期チェックの場として

５歳児健診があればよいのではと思われる。また、９ヶ月健診も長岡では現在医師診察が

なくなったが、やはり必要ではないだろうか。 
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③ ３－（１）－①の機能の充実は重要。虐待防止の観点からも、また、電話相談などの窓口

も必要ではないか。 

④ ３－（１）子育て相談→親は必ずしも子育てで悩んでいるのではない。大人も含めた精神

相談が必要。子育ての悩みは理由付け（理屈付け）の場合も多い。大人が不安な人もいる。

→総合相談窓口とはもっと広くとらえるべき。 

 

【その他について】 

① 幼稚園で見ていると障害児が増えているように思う。民間でのセラピーは人的に難しく、

専門家が各施設に定期的に巡回する等が効果的と思う。また、乙訓組合立ポニーの学校の

充実を願っている。 
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特定１４事業に係る目標事業量への児童福祉部会委員からの意見 

【通常保育事業について】 

① 施設体系１－（２）－③の障害児等の療育体制を充実させたことにより通常保育事業の希望

者が増えるのではないか。 

② 適切と思う。 

 

【延長保育事業について】 

① 延長保育をすすめるとやはり子どもの負担は大きくなる。どんどん延長するとよいとは考え

られずこの程度でよいのではないか。 

② 適切と思う。 

 

【夜間保育事業について】 

① 夜間保育をすすめるとやはり子どもの負担は大きくなる。どんどん延長するとよいとは考え

られずこの程度でよいのではないか。 

② 適切と思う。 

 

【子育て短期支援事業（トワイライトステイ）について】 

① 子育て短期支援事業をすすめるとやはり子どもの負担は大きくなる。どんどん延長するとよ

いとは考えられずこの程度でよいのではないか。 

② 利用希望者がなかったとのことであり、子どもの立場に立てば当然だと思う。 

 

【休日保育事業について】 

① 労働形態の多様化、継続就労にむけては、今後もっと必要な事業となるのではないか。 

② 適切と思う。 

 

【放課後児童健全育成事業について】 

① 犯罪がふえ子どもの安全への不安が高まっており希望者には、やはり小学６年生までの事業

が必要ではないか。 

② 親にとって子どもの就学は一つの区切りとなり、増員は適切と思う。運営主体を幅広く開放

することは考えられるのではないか。 

③ 年々増えつづける利用児童数をみても行政が受けられる限界にきているのではないかと考え

る。放課後児童健全育成事業は民間委託を考える時期にきているのではないか。 

 

【乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）について】 

① 現時点では、目標数値は出せないだろうが、この点についての親の要求は多いと思われるの

で今後検討を要すると思われる。 

② 目標値を示せないことは理解できるが、ニーズを踏まえた具体的な対応は必要と思われる。 



 4

【子育て短期支援事業（ショートステイ）について】 

① 虐待防止の点からも今後必要性が増すと思われる。 

② この事業が目標量を示す事が困難である事はとても残念であり、長岡京市の子育て事業の優

先課題として取り組む必要があるのではないかと思う。 

③ 離れた児童養護施設に親子を別にして子どもを入所させ親は自宅というケースがほとんどで

あるが、長岡京市にあれば面接（親子）や触れ合いももっと簡単（回数多く）に行えたり、

その施設に親や子の機能回復（みまもり等）出来る機能を持たせれば長期的にも親や子をみ

まもる事も可能である。虐待防止対策としてもこの事業に着手願いたい。 

④ 児童相談所もより踏み込んだ対応を求められる時代となり本市での対応は重要である。原案

どおりで適切と考える。 

 

【一時保育事業について】 

① 今後の必要性が大きいと思われる。 

② 離れた場所にあったりして利用できにくい状況も多々あるように思う。出来るだけ多い施設

で対応してもらいたい。 

③ 適切と思う。 

 

【特定保育事業について】 

① 新制度で周知されていないため希望者がなかったと思うが、他制度で対応可と考える。 

 

【ファミリーサポートセンター事業について】 

① 事業について充分に認知されているとは思えない。いろいろな所でのアピールが必要ではな

いか。 

② この制度の特徴は新たな就学者（提供会員）を生み出したことであり、事業の拡大が望まれ

る。実際、一時保育、特定保育にかわるもので、より子どもにとって望ましい育ちの環境を

提供することになる。 

 

【地域子育て支援センター事業について】 

① 保育希望者増の現状では、仕方がないと思われるが、現状維持でよいということで今後とも

切り捨てられないよう願いたい。 

② 親の期待が大きく、特に一人っ子の場合、楽しみにされているようであり、各地域での展開

があってもよいのではないか。 

③ 現行の２か所の問題解消には、それなりの質が提供できる場が必要であり、民間でも可能と

思う。 

 

【つどいの広場事業について】 

① 子育て中の親と接する中でこのようなつどいの広場を求める声をよく聞いている。今後も１

か所にとどまることなく増やして行って欲しい。そして、保育士等が１名常駐していただけ
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るとより一層いいと思う。 

② 希望は多いと思われる。是非、設置して欲しい。 

③ 役所が新設するとなれば管理上の問題もあり、自然に出来た子育てサークル等の人には違和

感を持つ場合があると思う。民間が行っているものに対して援助するのも一つの方法ではな

いか。 

 

 ※延長保育、夜間保育、トワイライトステイ、休日保育、病後児保育について 

   これらの保育事業の充実が、子どもから親との時間を奪うものになっていくものであっては

いけない。確かに、あれば安心であり必要な事業なのだと思うが、これらの保育事業の充実、

ニーズへの対策が充分にされていくことで「あるなら利用しよう」的に気軽に利用されていく

ように変化することを危惧する。 

   私たち大人であっても病気の時、ゆっくり家にいたい、家族に一緒（そば）にいて欲しい等、

心細い思いがある。病気であっても病院での入院（看護師、医師がそばにいてくれる状態）さ

え心細くなる。 

   例え看護師等の病気に対応できる方がいて、いつも通っている保育所の一部屋であっても子

どものいたい場所、いて欲しい人は其処ではないと思う。 

延長、夜間等についても同じく子どもの心と体のための生活サイクルというのがあるはずで

ある。 

   必要な事業である事は充分に承知しているが、どうしても仕方がない、都合がつかない場合

に受け入れてもらえる保育所とは別の場所に、このような施設があればよいと思う。 

 

【その他について】 
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長岡京市「（仮称）次世代育成支援行動計画（第２期  健やか子どもプラン）」の施策体系（案） 

■施策体系 

基本目標 施策の方向 主要施策 
現行プランでの 

位置づけ 

(1)親子の健やかな成長を支える母子保健・医療
体制づくり 

①安心・安全な妊娠・出産のための支援 
②母子の健康保持・増進のための支援 
③食育の推進 
④歯科保健対策の充実 
⑤思春期保健対策の充実 
⑥小児医療体制の充実 

【1-(1)】 

(2)支援の必要な家庭や子どもの自立を支える
環境づくり 

①児童虐待防止の推進と要保護児童への支援 
①ひとり親家庭への支援の充実 
①障害児等の療育体制の充実 

【新規】 

(3)地域で安心・安全に子育てができる環境づく
り 

①子どもの遊び環境の充実 
①子どもと子育て家庭に配慮したまちづくり 
①子どもと子育て家庭とって安心・安全な生活環境づ

くり 

【1-(2)】 

１．子どもを生み、育てや
すい環境づくり 

 
 
 

(4)子育ての経済的負担の軽減 ①医療費等の助成 
①就園・就学助成 
①保育料の軽減 
①各種手当等の支給 
①奨学金等の普及・啓発 

【1-(3)】 

(1)多様なニーズに対応した保育サービスの推
進 

①多様なサービスの充実と保育内容の質の向上 
①保育所施設の整備・充実 
①保育所運営に対する支援 
①放課後児童対策の充実 

【2-(1)】 

(2)男女が共に子育てと仕事を両立しやすい労
働環境の推進 

①継続就労可能な職場環境の整備のための働きかけ 
①多様な就労形態に向けた働きかけ 

【2-(2)】 

２．子育てと仕事を両立で
きる環境づくり 

(3)男女が共同し取り組む子育ての推進 ①男女共同参画に関する意識啓発の推進 
①男性の子育て・家庭生活への参加促進 

【2-(3)】 

  ①【  】内は現行計画の体系番号（基本目標№―施策の方向№） 
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基本目標 施策の方向 主要施策 
現行プランでの 

位置づけ 

(1)子育てに関する相談・援助体制の充実 ①子育てに関する総合相談窓口の整備 
①専門機関における相談機能の充実と連携の強化 
①地域や学校等における子育て相談支援機能の充実 
①子育て支援のためのネットワークづくり 

【3-(1)】 

(2)子育てに関する情報提供の充実 ①多様な媒体、関係機関と連携した情報提供の促進 
 

【3-(2)】 

３．地域で支える子育ての
環境づくり 

(3)子育てに関する学習機会の充実 ①家庭教育の情報提供と機会の充実 
①親子のふれあい体験機会の充実 
①親意識の醸成 

【3-(3)】 

(1)子どもの人権尊重の視点に立つ環境づくり ①生命・人権を大切にする教育・保育の推進 
①相談・支援体制の充実 
①子どもの意見表明・意見反映の機会の提供 

【1-(4)】 

(2)子どもの個性と能力を伸ばす教育の充実 ①地域に開かれた学校づくりの推進 
①生きる力を育む学校教育の推進 
①障害児教育の充実 

【4-(1)】 

(3)子どもの社会性を育む遊び・交流の場の充実 ①多様な体験機会の充実 
①スポーツ・レクリエーション活動の充実 
①遊び環境の整備・充実 

【4-(2)】 

(4)子どもの健全な成長を支援する環境の充実 ①子どもの自立を促す支援事業の推進 
①子どもの健全育成活動の推進 

【4-(3)】 

４．次代を担う子どもが健
やかに育つ環境づくり 

(5)子どもが安心・安全に暮らせる環境の充実 ①子どもと子育てに配慮したまちづくり 
①交通安全対策の推進 
①子どもが犯罪等に巻き込まれない地域づくり 

【4-(4)】 

  ①【  】内は現行計画の体系番号（基本目標№―施策の方向№） 

 

 


